
1.紀の川大堰概要説明

職員がスライドを用いて紀の川や紀の川大堰の仕組み、役割などの説明。

団体見学概要
日 時： 平成28年５月19日（木）

9：30 ～ 11：00
会 場： 水ときらめき紀の川館
参加人数：70名（生徒67名、先生3名）
団体名： 和歌山市立木本小学校4年生

水ときらめき紀の川館に
団体の来館者がありました

流水調整課 H28.05.20

紀の川大堰の水ときらめき紀の川館に、和歌山市立木本小学校4年生の
皆さんが見学に来られました。
当事務所から流水調整課の2名が対応し、真剣なまなざしで集中して

話を聞く子供達の姿がみられ、たくさんの質問をいただきました。
快晴の空のもと、魚道観察室に向かうときは元気な笑顔いっぱいになり

アユの大群やボラなどの魚が見られると子供達は歓声を上げて大喜びして
いました。
また先生方にも、紀の川大堰の必要性や役割についてしっかり学べ、

丁寧に説明していただいたのでよく理解できたと喜んでいただけました。

集中して話を聞く
様子

質問に答える様子



人工河川式魚道と階段式魚道を上から見てみいる様子

質問
Q１.紀の川をのぼっていくアユは何匹くらいですか？

A１.昨年の調査では、567万匹のアユが確認されています。

Q２.（操作室前にて）操作室にいるおじさんは、いつもひとりなの？

A２.紀の川大堰操作室での勤務は、大雨や台風の時以外はひとりのことが多いです。365日
24時間休みなく、交替しながら監視をしています。

この日は体長50～
60cmのボラが3匹も
観察室に現れました。
間近で見る大きな魚
に、子供達は大興奮!!

3階展望デッキにて、
目で見ながら大堰の関
連施設の説明を聞く皆
さん

3.館外の魚道見学

1階床面航空写真で、紀の川
の源流まで行ってみよう！

2階操作室をガラス越し
に見学。

「ここで大堰のゲート
を動かせるんだね」

魚道観察室にて、階段式魚道を遡
上するアユの群れが見れました。

2.館内の見学


